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3年生の共通テストと国公立大学前期試験も終わり、学校も徐々に来年度に向けての活動が増えてきた印象です。気候も

徐々に春めいてきて、花粉に悩まされながらも、穏やかな日々を過ごしています。今年度の最終号となります。1年間のご愛

顧誠にありがとうございました。来年もよろしくお願いします！ 
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GIAHSユースセッション 

１～３月号 

北陸地区ビジネスプランアワード 

2月18日（土）に日本政策金融公庫主催の北陸地区ビジネスプラン

アワードに 21Hの経済班が参加しました。経済班のビジネスプランは、

全国から出展されたプランの中でも優れたプランに与えられるベスト

100に選ばれ、その内容を北陸地区で同様の活動に励んだ生徒たちや

来賓に向け発表しました。その結果優れたプレゼン内容に与えられる優

秀プレゼン賞を獲得することが出来ました。早い時期から、どうすれば生

徒にうまく伝わるかなどを試行錯誤を繰り返し取り組んできたことが評価

されました。来年はベスト20入りを目指し、がんばります。 

 

2月2日（木）の放課後に２１Hの農業班が、GIAHS（世界農業遺産）ユ

ースセッションに参加しました。GIAHSに指定された地区の高校生がオン

ライン上でそれぞれの地区での農業を保全するための活動や学校単位

で取り組んでいる活動内容について発表し、また意見交流を行いました。

七尾高校の農業班の生徒は能登の廃棄米を用いたライスレジンについて

のビジネスプランについて発表し、他地域の取り組みについて学ぶこと

で、自らの探究内容のヒントを得ていました。重要な地域資源である能登

の農業遺産を守り続ける手段を考えるいい機会になりました。 

 

留学生との交流Ⅲ 

3月3日（金）に最後の留学生との交流イベントを実施しました。今回

は金沢大学だけでなく、富山大学の留学生とも交流を行うことが出来ま

した。オンライン上ではありましたが、生徒たちは英語を通して、留学生に

向け積極的な姿勢で発表することが出来ていました。その後、生徒に対

し、留学生との交流を通して、どのように成長できたかについてアンケート

を取ったところ、物おじせず話せるようになったという声や、もっとスピー

キングスキルを磨きたいという声が出ました。来年度の海外研修に向け

英語力の向上に努めてほしいところです。 


